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❶えんま堂付近（西馬込二丁目）昭和15年頃　郷土博物館所蔵

❹西馬込駅付近から第二京浜五反田方面（昭和46年）個人所蔵

❻地下鉄車両工場（現在の立正中・高）平成11年

❼馬込区民センター下交差点（昭和43年）郷土博物館所蔵 ❽内川・鐙
あぶみ

坂下（昭和43年）郷土博物館所蔵

❷馬込給水塔を望む（西馬込一丁目）昭和20年代　郷土博物館所蔵 ❸馬込橋付近からの品鶴線（西馬込一丁目）昭和32年　郷土博物館所蔵

❺環七通り馬込銀座交差点（南馬込二丁目）昭和32年　郷土博物館所蔵

❾馬込の道（馬込八幡神社方面）南馬込一・五丁目（大正11年）郷土博物館所蔵

昔の馬込　今の馬込

昔の馬込

今の馬込 昔の馬込
今の馬込

馬
込
関
連
年
表

縄
文
時
代
　

紀
元
前
三
○
○
○
ご
ろ	

馬
込
貝
塚
、
塚
越
遺
跡
群
、
長
遠
寺
遺
跡
群
な
ど

	

馬
込
に
人
び
と
居
住

平
安
時
代

一
一
〇
八
（
天
仁
元
）	

長
遠
寺
、
堂
寺
の
地
に
創
建
（
寺
伝
）

一
一
八
四
（
寿
永
三
）	

�

宇
治
川
の
合
戦
〈
佐
々
木
（
池
月
）・
梶
原
（
磨
墨
）
の

先
陣
争
い
〉

鎌
倉
時
代

一
一
九
四
（
建
久
五
）	

馬
込
八
幡
神
社
創
建
（
社
伝
）

一
二
四
九
～
五
六
（
建
長
年
間
）	

梶
原
景
氏
、
馬
込
に
萬
福
寺
阿
弥
陀
堂
建
立
（
寺
伝
）

一
二
八
二
（
弘
安
五
）	

日
蓮
上
人
、
池
上
に
て
入
滅

	
�〈

池
上
到
着
前
日
、
馬
込
の
萬
福
寺
に
宿
泊
し
た
伝
説
が

あ
る
〉

一
三
二
〇
（
元
応
二
）	

大
井
丸
山
よ
り
馬
込
に
萬
福
寺
移
転
（
寺
伝
）

一
三
三
〇
（
元
徳
二
）	

�

萬
福
寺
板
碑
、
最
古
の
も
の
〈
板
碑
は
、
平
ら
な
石
で
つ

く
り
、
死
者
の
供
養
な
ど
の
た
め
に
立
て
た
も
の
。
年
号

や
名
な
ど
が
刻
ん
で
あ
る
〉

室
町
時
代
　

一
五
〇
二
（
文
亀
二
）	

長
遠
寺
、
現
在
地
に
再
建
（
寺
伝
）

	

文
亀
年
間
、
宗
福
寺
創
建
と
い
わ
れ
る

一
五
三
二
～
五
五
（
天
文
年
間
）	

馬
込
北
野
神
社
、
京
都
北
野
神
社
を
勧
請
（
社
伝
）

一
五
五
九
（
永
禄
二
）	

�

小
田
原
北
条
氏
「
所
領
役
帳
」
に
「
梶
原
助
五
郎
馬
込
」

の
記
載

	

馬
込
梶
原
屋
敷
（
馬
込
城
）
こ
の
こ
ろ
か

江
戸
時
代

一
六
〇
八
（
慶
長
一
三
）	

池
上
本
門
寺
五
重
塔
造
立

一
六
三
八
（
寛
永
一
五
）	

萬
福
寺
宝
篋
印
塔

	

〈
元
は
中
馬
込
二
丁
目
の
梶
原
塚
に
あ
っ
た
〉

一
六
六
七
（
寛
文
七
）	

湯
殿
神
社
念
仏
供
養
塔

一
六
七
七
（
延
宝
五
）	

新
井
宿
義
民
六
人
衆
事
件

　
　

〃	

長
遠
寺
前
庚
申
供
養
塔

	

〈
寄
進
者
の
中
に
十
六
名
の
女
性
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
〉

一
七
三
二
（
享
保
一
七
）	

馬
込
浅
間
神
社
、
富
士
浅
間
神
社
を
勧
請

一
七
四
〇
（
元
文
五
）	

長
遠
寺
宝
篋
印
塔

一
八
二
四
（
文
政
七
）	

富
士
講
灯
籠
（
南
馬
込
二
丁
目
）

明
治
時
代

一
八
七
六
（
明
治
九
）	

大
森
駅
開
設

一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）	

モ
ー
ス
、
大
森
貝
塚
を
発
見

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）	

東
京
府
荏
原
郡
馬
込
村
と
な
る

　
　

〃	

馬
込
村
役
場
設
立

　
　

〃	

馬
込
学
校
（
馬
込
小
学
校
）
開
校

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）	

大
森
射
的
場
、
山
王
に
開
設
（
昭
和
一
二
年
ご
ろ
ま
で
）

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）	

磨
墨
塚
碑
建
立
（
南
馬
込
三
丁
目
）

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）	
馬
込
半
白
節
成
胡
瓜
栽
培
こ
の
こ
ろ
始
ま
る

大
正
時
代

大
正
の
は
じ
め
ご
ろ	

馬
込
大
太
三
寸
人
参
栽
培
こ
の
こ
ろ
始
ま
る

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）	

関
東
大
震
災

	

〈
馬
込
村
で
は
家
屋
全
壊
七
五
、
半
壊
三
五
〉

　
　

〃	

宇
野
千
代
と
尾
﨑
士
郎
、
馬
込
に
住
む

	

馬
込
文
士
村
の
隆
盛

昭
和
時
代

一
九
二
九
（
昭
和
四
）	

品
鶴
線
（
貨
物
線
）
開
通

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）	

川
瀬
巴
水
の
木
版
画
「
馬
込
の
月
」

一
九
三
一
（
昭
和
六
）	

馬
込
第
二
小
学
校
開
校

一
九
三
二
（
昭
和
七
）	

東
京
市
大
森
区
馬
込
町
と
な
る

一
九
三
三
（
昭
和
八
）	

大
森
駅
―
荏
原
町
バ
ス
路
線
開
通

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）	

多
賀
登
志
子
ち
ゃ
ん
事
件　

登
志
子
地
蔵

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）	

第
二
京
浜
国
道
起
工

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）	

馬
込
第
三
小
学
校
開
校

　
　

〃	

松
原
橋
立
体
交
差
完
成

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）	

四
月
・
五
月
城
南
地
区
Ｂ
29
空
襲　

馬
込
も
被
災

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）	

東
京
都
大
田
区
馬
込
町
と
な
る

　
　

〃	

大
森
第
五
中
学
校
（
馬
込
中
学
校
）
開
校

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）	

多
摩
川
大
橋
完
成　

第
二
京
浜
国
道
開
通

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）	

馬
込
給
水
塔
完
成
（
昭
和
二
八
年
に
更
に
一
塔
完
成
）

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）	

馬
込
で
シ
ク
ラ
メ
ン
栽
培
こ
の
こ
ろ
始
ま
る

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）	

梅
田
小
学
校
開
校

　
　

〃	

電
気
釜
、
馬
込
の
光
伸
社
で
発
明
・
完
成

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）	

馬
込
東
中
学
校
開
校

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）	

第
二
京
浜
国
道
、
全
路
線
舗
装
完
了

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）	

貝
塚
中
学
校
開
校

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）	

龍
子
記
念
館
設
立
（
平
成
三
年
に
大
田
区
立
と
な
る
）

　
　

〃	

都
立
南
高
等
学
校
開
校
（
平
成
一
三
年
移
転
）

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）	

東
海
道
新
幹
線
開
通

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）	

馬
込
が
現
在
の
住
居
表
示
と
な
る

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）	

都
営
地
下
鉄
一
号
線
（
浅
草
線
）
開
通

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）	

馬
込
図
書
館
開
館

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）	

大
田
区
唯
一
の
郷
土
博
物
館
開
館

一
九
八
五
（
昭
和
六
○
）	

馬
込
特
別
出
張
所
、
現
在
地
に
移
転

一
九
九
〇
（
平
成
二
）	

熊
谷
恒
子
記
念
館
開
館

一
九
九
一
（
平
成
三
）	

地
域
情
報
紙
「
わ
が
ま
ち
ま
ご
め
」
創
刊

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）	

大
田
桜
台
高
等
学
校
、
馬
込
に
移
転

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）	

立
正
中
学
・
高
等
学
校
、
馬
込
に
移
転


